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平成１９年度 第 ６ 回 

環 境 審 議 会  会 議 概 要 

日 時：平成 19 年 12 月 4 日（火）午後 1 時 30 分から 4 時 

場 所：穂高支所 3 階 第３会議室 

出席者：環境審議会委員１２名、事務局４名、コンサル１名、傍聴者なし 
 

議 事 録 

挨 拶  ・環境審議会 降旗会長 
１．前回議事録の確認及び今後の日程等について（事務局より） 

・前回議事録について 
  委員：「P62 豊かな地下水 B・・許可する水量の評価基準」の表現について提案 

⇒（次のとおり変更）適正な揚水量の評価基準を明確にする 
・資料説明（前回までに各委員に補筆をお願いした原稿、11/28 開催の環境基本計画策定委員会の会議

結果報告、あづみ野環境塾だより、環境イベント報告） 
 
２．環境基本計画素素案についての討議 
・前回までに各委員に補筆をお願いした原稿についての質疑 
  地質（下から４行目）⇒（修正前）JR 豊科駅の地下には・・・ 

⇒（修正後）豊科の国道１４７号線付近には・・・ 
  山岳（取り組みの方向性―適正な狩猟圧）⇒（修正前）・・、有害鳥獣駆除等により 
               ⇒（修正後）・・、行政の指導の元に有害鳥獣駆除等により 
  環境調査⇒全般にわたり標記を次のように変更 

Ex:[窒素酸化物（NOｘ）]の標記を[NOｘ（窒素酸化物）]に変更 
・P30 基本理念についての検討 
  上から１３行目 （修正前）・・安曇野の環境維持・創出を進める・・ 
             ⇒（修正後）・・安曇野の環境維持・再生を進める・・ 
・数値目標についての検討 
  総合計画を参考に数値目標を入れる方向で答申する 
  CO2 排出量の算出について 
    ⇒CO2 発生量を早急に算出してほしい。（まずは市関係施設での排出量を算出、次に市全体の排

出量を算出すること） 
     CO2 削減計画を早急に策定してほしい 
・チームマイナス６％の取り組みについて 
  すぐに取り組める運動なので、市民を巻き込んだ運動を展開してほしい 
  環境基本計画の中に数値の目標として入らないか？ 
  総合計画の中に文章として入らないか？ 
・答申に向けての対応 
  副会長が計画全体のイメージを図にて説明を行った。 
  市からの計画書素案は認めるとして、環境像・計画全体のイメージおよび数値目標については追加意

見として、答申時に加えることとする。 
・P８と P9 の写真について 
  類似した写真があるが、見直しできないか？ 
    ⇒P８の上段写真（雄大な山岳景観）を、もっと幅広く写ったパノラマ写真に変更する。 
 
３．今後の日程について 
・６日午後３時３０分からの市長答申は、会長が答申書を朗読して、手渡す。 
・修正済の計画書は、後日、委員全員に配布する。 
 


